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測定方式 :反射 光式二段切 替 CdS使 用

測定精度 :士
=E∨測定範囲 :高輝度  E∨ 11～ 17(ASAloo)

イ底輝り支 E∨ 3～ 11(AS Aloo)

受 光 角 :82～ 28度

(35mmカ メラ焦点屁巨離 300～ 85mm(こ オロ当 )

EV目 盛 :1～ 18

ASA目 盛 :01～ 16′ 000
D IN目 盛 :1～ 42

絞 り目盛 :Fl～ 32

シャ ッタロ盛 :64～ 1/1000秒

校正 常数 :K=116
サ ィ ズ :117× 78× 35mm

重    量 :2509
そ の 他 :一眼式 ズ ーム ファインダー/上下左右 正

像 、非焦点 系/水銀 電

'也

」SH― D型



ズー ミング リング

レンズ焦点距離 (35物判カメ

視野 角表示窓

拒[目艮音6

巨V目 盛

HL切替ボタン

ダイアルオ旨標

ライ トロ盛

ASA切 替 ノブ

外 リング

DI N窓

ASA窓

紋 り目盛

明 り取 り窓

ゼ ロ調 ネジ

電源 ス イッチ

電池室キャップ
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パ ッ テ リ ー

ス イ ッ チ

ファイングー

ズ ー ミ ン グ

ダイアルセット

水銀電池H― D(JIS)型 2個
を、プラスを外 1員1に して:重 ね

て入れて ください。

スイッチをONに します。

フアインダーをのぞいて くだ

さい。

ファインダー横の ズー ミング

リングを廻 わ して視野角 を変

えて ください。角度 は8.2° ～

28° まで, 目的 に合わせて選

びます。

被写体 が暗 くて針が振れ ない

日寺は白いボタンをオ甲してf氏輝

度 に切替 えて ください。

ファイングー内の指示イ直を読

み とります。 グイアル上 に使

用 しているフィルムのASA
感度 を合わせ (SSフ イルムA
S A 100)指示イ直をV印 に合わ

せ ます。 内測が紋 り、外側 が

シャッター スピー ドです。

②
呻
●

鱚
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電源 スイッチをOFFに して、オ旨針 が 0日 盛

を指 しているか どうかフ ァイングー を通 して

確め ます。指針が 0を 指 していない ときには

ファイングーを見なが らゼ ロ調整 ネジを ドラ

イバーで静かに左右 に廻 わ して指針 を 0に 合
わせて ください。

電 池

受光体 はCdSタ ィプですか ら水銀電 池 を使 い

ます。 カメラ店又は電気店 で水銀電池 をお買
い求めの ときは JIS記 号 H― D型 (ナ ショ

ナルH― D、 その他 )と 指定 して ください。

電池の装損―電池室 キャップは硬 貨で左 に廻
わす と外れ ます。水銀電池は 2個 、① を外側
に して積ねて入れ ます。寿命は-1覺的 な使 い

方 で1.5～2年 です。長期間使用 しない ときは

露出計か ら取出 しておいて ください。電池の

腐蝕 による事故 を防 ぐためです。

パ ッテ リーチ エツク

電 池が規定の電圧以下 になると露出計 は正 し
いイ直を示 しませ ん。露出 を測 るときはあらか

じめ電圧 をチェックして ください。

電源 スィッチをB.C.に 合わせてファイングー

をのぞいた とき、指針 が スケールの赤色マー

クまで達 しない ときは電池が消粍 しています
ので新 しい電池 と交換 して ください。

「

替切
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ファインダー

フア イングーは見える範囲内の平均の露 |11を

11二「雀に測 ることがで きます, ズー′、ファ イン

グーーですか ら35″πカメラク)F=85-300′″″ レ

ンズの 曲i角 に付1当 します、

35″″カメラ標準 レンズの |IЦ 角 と露 IIl計 視野 と

の 周係 は ド14の 通 りです。従って目的 に よっ

ては スポ ット測光する二ともで きます .

レンズの rJ角 よ り露出 :i卜 の祝rF7角 を小 さ くす

オしは スポ ッ ト測 光がで きますが、望遠 レンズ

の |lli角 と :1じ 率見■1角 で,昇 l11を )叫 ,L→
~る

場 イ)は
｀
14必り輝17_を 減1る こ とにな ります

まず フィルム感度 (ASA,DN)を セ ッ ト

します ,フ ィルムの ASA(DIN)感 1曳

は、ASAL/」 体 ノブ を卜1わ してASA
(DIN)窓 の 曲線 にイ)わせて ください、

次 (こ 電 源 ス イ ッチ をONに し、被 写体

に向 けて ファイ ンダー内の指針 が示

す 目盛 を読 み と ります 彼
'メ

体 が 1占

く、1旨 ,「 が ラ イ ト「1'蓋 ノ)10ま でlitれ

な。ヽ ときはHL.切 体ボ タンを押 して

スケー ルを Lに 切 椿 ます ,フ ァ イン ダー スケー ルの ラ イ トロ盛

を ,売 lltっ た メジ、 ダイアルの内側 目盛 の同 じ数字 に ダイアル指標

を合 わせ ます 指標 をイ)わ せ た時 の露 出 は シャ /タ ー スピー ド

と絞 リノ)組 イ)わ せ か F)選 ひ ます

ち:真 グ)例 では フア インター スケー ル と同 じ11'お の 121ニ タイア フレ

1旨 標 をイ)わ せ てい ます 、その時 の露 lliは ASA100で F281500、
F41′ 250… ‐にな ります

ダイアルロ盛

6× 6`″:カ メラ|:票

'隼

レンズ′)1山 i角 ヒ

Fア |11言「ネ地lliノ)|,1(系

35〃 濯カ メ ラ小票
'隼

レ

ンズの山i角 ヒ露 |||

:|ネ見り∫プ)'If系

Ｎ Ｄ Ｅ Ｒ

一

一

一

∪

％
％
ダ1秒以上

1秒 以下 2倍 露 出倍数

4倍露 出倍数

OVER

ダイアル紋 つEl盛

%秒 ・シ ネ 18コ マ /秒

′il・ A S A100ダ イア ′し指標 121■ L二 した ときタイム H盛 の64321684
に

'」

す るF位 は適 正露 出 ではあ りませ ん ASA指 数 を変 えた場 イトも同様

です

この ような‖|に 1ま 1/sec単 fウ :の タイ′、H需 を読んで くだ さい
,

87
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U(UNDER)と  0(OVER)
一般 にフ ィルムはその感光 の範 囲 、即 ち最 も明 るい部分 か ら最

も暗 い部 分 まで表現 で きる範 囲 が限 られ てお ります。従 って被

写体 の明 るさが この範囲 か ら出 た場 合 、即 ち極端 に明 るいか暗
い部分 があった場 合 にはその部分 が フ ィルム上 に再現 され ませ

ん。平均的 明 るさ▽印 に対 して“U"は最 暗 、“0"は 最 明度 の限度

を表 わ してお ります。
モ ノクロー ムフ ィルムで指針 が振 れ ない よ うな非常 に暗 い被写

体 を撮影 す る場 合 、被写体 の最 も明 るい部分 を測 り“0"マ ー ク

に合 わせ ます。 ▽指標 を合 わせ た時 と同 じ方法 で露 出 を読取 れ

ば非常 |こ 暗 い場 所 での撮影 も可能 にな ります。

ム(ABCENCE OF CONttRAS丁 )と ご(CONttRAST)
U,0と 同様 にモ ノクローム フ ィルム を使 った撮影 の ときに使 い

ます。 “A"は 展開 した風景 の よ うなハ イライ トとシャ ドウの差
が あ ま りないフラ ッ トな被写体 の ときに、 “C"は 逆光 の よ うな
コ ン トラス トの強 い被完体 の ときに▽指標 の代 りに、それ ぞれ
Aか Cを 読取 った数字 に合 わせ ます。
また、 フ ィルムに とらわれ るこ とな く、露 出 を一段 増 す場 合 に

は Cを 、一段 減 らす場 合 には Aを 使 い ます。

シネ撮影 (8物、 16"、 35物 な ど)

測定方法 は スチル カメラの撮影 と同 じです。 但 し、 シネ撮影 の

場 合 には シャ ッター 目盛上 に コマ数 を と り、 これ に対 応す る絞

り目盛 を読取 って、 シネ撮影 の露 出 を求 め ます。

8 mmシ ネフ ィルム各 タイプの標 準 コマ送 り数 /秒 は

レギュ ラー 8 16コ マ (約%秒 )

シングル8  18コ マ (約%秒 )

スーパー8  18コ マ (約%秒 )

コマ送 り数 /秒 と シャ ッ ター ス ピー ドの 関 係 は次 の通 りです。

250       125       60        30        15

1/秒

24         コマ/秒

↑“
18

9

セコニ ックズームメー ターはズー ミングによって視野角 を8.2°

～ 28° まで連続的に変 えることがで きますので舞台撮影 、野性

動物 の観察 な どの スボッ ト測光 か ら平均測光 まで思 いの ままに

減1定 す ることがで きます。
スナ ッフ

゜
撮 影 、 レンズの選択 に普段 か らメー ター を持歩 いて画

角 と露 出 を決め る習 1貫 をつ けてお くと便 利 です。

例 えば新宿 の街 角 で スナ ップ しよ うとす る とき、 ズーム メー タ

ー であ らか じめ画 角 と露 出 を測定 しておけば カメラを持 った と

き被写体 に合 った レンズ と露 出 を的確 に決め る事 が で きます。

人物撮影

ポー トレー トは改 め て述べ るまで もな く、顔 が大切 です。特 に

クロー ズア ップでは顔 にハ イラ イ トか らシャ ドウまで非常 に広

範囲 の明 るさの段 階 が考 え られ ますか ら視野角 を最 少 8.2° に し

てで きる限 リスポッ ト測定 を します。 露 出の決定 は平均 測定 し

た場 合 は
¨
C¨ に合 わせ ます。

300m作 ,1

臓
85m作例



逆光撮影

①主要被写体 をシルエ、ントにする。
視野角を一番広い28° にして被写体のバックを測ります。露出は
バックの明るさに合いますので前景の被写体はシルエントになり
ます。

②主要被写体に露出を合わせる。
ファインダーの視野角 を8.2° に します。バ ックの ライ トがファ
イングーに入 らないように注意 して前景の被写体のみ を測 って

露出を決め ます。

③ 前景の被写体 もバ ックも写す。

最初 にファインダーの視野角 を狭 くして前景の被写体 を測 りま
す。次に角度 を広 くして明 るいバ ンヽクを測 り、 2つ の測定値の

中間に ダイアル指数 を合わせ ます。 しか しバ ックと前景の明度
差 が非常 に大 きい場合にはパ ックか前景の どちらかが犠性 にな
ります。 シャ ドウになる部分 に補助光 を与 えて両方 に露出 を合
わせ る方法 もあ りますので研究 して ください。 セ コニ ックズー
ムメーターは視野角 を自由に選 んで被写体 に狙いをつけて測定
できることが特徴 です。 風景写真 、接写 、複写、などに も精度
の高 い露出を測 ることがで きますので広 く活用 して ください。

●使 用上 の注意
1 長時間湿気の多い場所に置かないでください

,

2 60° C以 上の 場 所 に メー ター を置 か な い で くだ さい。

3 シ ョ ッ ク は さ け て くだ さい。

4 長 期 間 使 用 し な い で お く場 合 に は水銀電 池 を取 り出 し、

湿 気 を与 え な い よ うに 木 の 箱 な ど に 入 れ て保 存 して くだ さ
い 。 尚 、 ス チ ー ル 製 の 箱 、机 の 引 ILし は さけ て くだ さ い

,

5 水 銀 電 池 を電 池 室 に 入れ る時 は 接 触不 良 を防 止 す る為 に

電 池 と接 点 を 乾 い た布 で良 〈拭 い て くだ さい。

6 水 銀 電 池 や 接 点 に 電 池 の 排 気 ガ スに よ る 自色 の 粉 末 が付

着 す る こ と が あ り ます が 、接 触 不 良 の 原 因 とな ります の で

乾 い た 布 で 良 く拭 き と っ て 下 さ い 。

弊社 の製 品 には一 定期 間 内の無料 修 理 をお 引受 けす る保 証書 が添付

されてお りますの で、記載 事項 をお確 か めの うえ販 売店 よ りお受取 り

くだ さい。

なお保 証 書 の再 発行 は致 しませ んの で、取扱 説明書 と併 せ て大切 に保

管 して くだ さい。

● 無 料 保 証 期 間 な どに つ い て

① 無料 保 証 期 間 は お 買 |:げ 日よ り lヵ

年 ‖|で ござい ます

② 保証 謹事にお 買 LIザ ロおよび販売″i名

のない もの は保証の対 象にな りま し

んので 、必ず お確 かめ くだ さぃ .

③ 無料 f果 証 期間内で も有米1修理 とな る

場 合も ござい ますので 、保証書の記

載事項 をお確 かめ くだ さぃ。

① 保証期 |‖ 経過 後の修理 は有料 とな り

ます .ま た、 J● 11諸掛 りはお客様 に

ご 負11願 い ま す。

● 捕修用性能部品の保有期間などについて

① ネ甫1,用 ‖:能 音β品は 511間 を 目安 に保

有 してお ります 。 したが って 、本期

‖月中は原則 と して修理 をお .受 けいた

しま す なお故障 簡所によ りま して

は期間が ,」 ぎて も修 FF可 能 の場 合も

あ りますのでサー ビスセ ンター にお

問 イヽせ くだ さい。

② 修理 nT能 期間 まごll用 の状 態や 環境 、

お 千入の状 態な とによ って 異な る場

合があ りますので、現 品を ご持 参の

うえお 買 Lげ 店 また Iよ サー ビスセ ン

ター にご相談 くだ さい .

③ 修理 可能 期間内で も浸冠 水、強度の

シ Jッ ク、その他 It傷 の いち じる し

い もので 、修理 後の機能 維持 に問題

が 残 ると思われ ます もの につ きま し

て は修理不能 とな る場 合が あ ります 。

●修理 ご依頼時 にお け る留意事項

① 修理 ,■ につきましては、故障 内容 を、

また こ指 定の修理 的所があ ります場

合 には、 その指定 簡所をで きるだ け

具 体的 にお 申 し出 くだ さい。

こ指定の ない場 合 には、 各部点検 を

は じめ 品質的、 lt能 的 に必要 と認め

?修最事含百2た 13「修壼轟冒摯
加算 され る場 /1が あ ります ので ご留

意 くだ さぃ。

② 修理 を こ依頼 された ものの 中には、

単 に電 池を 交換す るだ けで正常 に作

動 す る 「故障 して いない もの Jが 見

受 け られ ます 。電 池の容 量低下 、○

〇 の逆 、定格違 いな どについて 、よ

くお確 め くだ さい。

●転 居・贈答品の場合の手続 きについて

① 転居 また は遠隔地 か らの贈 答品で 販

売店 にご依頼 しに くい場 合は、最寄

りのサー ビスセ ンター にご相 談 くだ

さい。

● お問合せ先 につ いて

本製品の保 証、修理 、 ltい 方な どのお

問合せ は、最寄 りのサー ビスセ ンター

を ご利用 くだ さい。
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